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１   

序
論

　
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
要
性

は
、
茶
の
資
産
や
食
品
の
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
の
茶
文
化

の
保
存
や
地
域
活
性
化
の
方
策
で

あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。「
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
の
形
で
の
環
境
保
護
活

動
支
援
に
も
関
係
し
て
い
て
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
運
用
の
イ
メ
ー

ジ
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
観
光
に
お
け
る
茶
文
化
の
商
品

化
は
、
環
境
と
生
物
多
様
性
の
保
護

と
、
伝
統
茶
農
法
の
保
存
を
内
包
す

る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
双
方
を
目
指
し
て
い
る

世
界
の
茶
農
園
の
例
は
、
世
界
農
業

遺
産
（
G
I
A
H
S
）
指
定
地
域
に

見
る
こ
と
が
で
き
、
最
近
で
は
４
か
所

の
茶
栽
培
地
域
が
登
録
さ
れ
た
。
２

か
所
は
中
国
に
あ
っ
て
、雲
南
省
の「
プ

ー
ア
ル
茶
伝
統
農
法
」
と
福
建
省
福

さ
れ
て
い
て
、
農
業
や
周
辺
の
野
生
生
物
の
生
物
多
様
性
が
豊
か

で
あ
り
、そ
の
地
方
特
有
の
文
化
や
知
識
の
主
要
な
資
源
と
な
り
、

美
し
い
景
観
を
生
み
出
し
て
い
る
。
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ

州
市
の
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
文
化
農
法
」
で
あ
る
。
韓
国
に
は
花
開

面
地
域
の
「
河
東
伝
統
農
法
」
が
あ
り
、
日
本
に
は
静
岡
県
掛

川
周
辺
の
「
茶
草
場
農
法
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
比
較
的
新
し

く
登
録
さ
れ
た
が
、
観
光
が
世
界
農
業
遺
産
登
録
の
主
な
焦
点

な
の
で
は
な
い
。
世
界
農
業
遺
産
の
上
記
４
か
所
の
考
え
方
や
経

験
則
は
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
の
茶
の
商
品
化
に
環
境
保

護
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

２   

世
界
農
業
遺
産
の
茶
伝
統
農
法
に
よ
る
環
境
保
護

　

第
２
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
茶
の
起
源
は
、
中
国
の
南
西
地
域

と
隣
接
す
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
こ
の
地
域
で
ア
ッ
サ
ム
茶
（
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
ア
ッ
サ
ミ

カ
種
）
と
し
て
知
ら
れ
る
原
種
が
生
ま
れ
、
他
に
中
国
茶
（
カ
メ

リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
シ
ネ
ン
シ
ス
種
）
が
あ
る
。
こ
の
２
種
が
商

品
化
さ
れ
、
世
界
中
に
広
が
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
で
世
界

農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
茶
伝
統
農
法

の
地
域
の
知
識
が
保
持
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

が
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
に
よ
る
茶
産
地
の
世
界
農

業
遺
産
指
定
の
問
題
点
で
あ
っ
て
、
G
I
A
H
S
は
伝
統
農
法
を

世
界
遺
産
に
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
名
称
な
の
で
あ
る
。

　

茶
の
農
法
だ
け
で
な
く
様
々
な
農
法
が
世
界
農
業
遺
産
に
登
録

る
農
法
は
５
項
目
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

１
）
食
品
と
生
命
の
安
全
性
、
２
）
農
業
生
物
多
様
性
、
３
）
地

域
の
伝
統
的
知
識
の
体
系
、
４
）
文
化
、
価
値
体
系
、
社
会
組
織
、

５
）
優
れ
た
陸
海
の
景
観
、
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
７
月
時
点
で

21
か
国
52
か
所
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
４
か
所
が
茶

の
伝
統
農
法
地
域
で
、
そ
の
中
の
２
か
所
が
森
林
農
法
で
あ
り
、

中
国
雲
南
省
の
プ
ー
ア
ル
茶
伝
統
農
法
と
韓
国
花
開
面
の
河
東
農

法
で
あ
る
。
他
の
２
か
所
は
野
外
の
茶
畑
傾
斜
地
の
景
観
で
あ
り
、

中
国
福
建
省
福
州
市
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
文
化
農
法
と
静
岡
県
掛
川

周
辺
の
伝
統
茶
草
場
農
法
で
あ
る
（
図
１
）。

　

雲
南
の
森
林
農
法
の
環
境
は
三
層
に
分
け
ら
れ
、
茶
の
層
、
茶

の
木
と
低
木
の
層
、
そ
し
て
ハ
ー
ブ
の
層
で
あ
る
。
茶
の
層
は
背
の

高
い
多
年
草
が
生
え
て
い
る
。
茶
の
木
と
低
木
の
層
で
は
野
生
の

茶
と
共
に
商
品
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
。
ハ
ー
ブ
の
層
は
農
法
の
最

下
層
で
、
穀
物
や
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
森
林
農
法
で
は
、

茶
は
各
層
に
ラ
ン
ダ
ム
に
寄
生
植
物
や
キ
ノ
コ
と
共
に
自
然
に
生
育

し
て
い
て
、
茶
農
園
に
は
家
畜
も
い
る
。
こ
の
農
法
は
自
然
の
害

虫
な
ど
を
抑
制
し
て
、
農
地
の
効
率
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
茶

の
品
質
も
向
上
さ
せ
る
。
雲
南
省
の
少
数
民
族
は
、
他
の
種
類
の

木
を
植
え
て
茶
農
園
を
運
用
す
る
地
域
特
有
の
知
識
を
持
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
ダ
イ
族
は
野
生
の
茶
葉
と
楠
を
混
合
し
て
植
え
る

こ
と
で
、
茶
の
害
虫
を
抑
制
し
、
水
を
確
保
し
、
土
を
肥
や
し
て

図１　世界農業遺産の伝統的茶畑の生態系景観の特徴
http://www.fao.org/giahs/giahsaroundtheworld/designated-sites/asia-and-the-pacific/en/から筆者作成。
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い
る
。
環
境
農
法
の
豊
か
さ
が
手
作
り
の
プ
ー
ア
ル
茶
の
高
い
品
質

と
香
り
を
支
え
て
い
る
。

　

韓
国
花
開
面
の
河
東
伝
統
農
法
は
、
自
然
に
優
し
い
農
法
で
、

秋
に
近
隣
の
楢
林
で
作
ら
れ
る
伝
統
の
堆
肥
で
土
壌
と
茶
の
木
を

管
理
し
、
茶
の
木
の
下
部
の
下
草
を
切
ら
ず
に
覆
う
こ
と
で
害
虫

か
ら
茶
葉
を
守
っ
て
い
る
。
何
種
類
も
の
果
樹
（
栗
、
杏
、
な
ど
）

や
森
の
植
物
が
茶
園
内
に
植
え
ら
れ
、
日
光
を
調
整
し
、
岩
肌
の

傾
斜
の
土
壌
を
肥
沃
に
保
全
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
試
み
に
よ
っ

て
、
一つ
の
茶
園
で
数
種
類
の
味
の
茶
葉
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
農
法
で
は
挿
し
木
で
は
な
く
、
種
に
よ
っ
て
繁
殖
し
て
い
て
、

殺
虫
剤
や
化
学
肥
料
は
使
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
茶
の
栽
培
、

管
理
、
収
穫
、
加
工
は
機
械
で
は
な
く
手
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

中
国
福
建
省
福
州
市
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
文
化
農
法
は
、
河
川
敷

の
湿
地
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
畑
と
高
地
の
茶
農
園
を
連
携
し
た
農
法
で

あ
る
。
ジ
ャ
ス
ミ
ン
は
河
川
敷
や
洲
に
植
え
ら
れ
て
、
良
好
な
生

息
地
と
豊
か
な
食
料
を
鳥
や
動
物
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
キ
ノ
コ

栽
培
で
使
用
済
み
の
堆
肥
に
植
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
土
壌
を

軟
化
さ
せ
、
浸
透
性
と
保
水
性
を
増
す
。
ジ
ャ
ス
ミ
ン
は
ま
た
果

樹
（
龍
眼
、
オ
リ
ー
ブ
、
柑
橘
類
、
マ
グ
ノ
リ
ア
な
ど
）
と
交
え

て
植
え
ら
れ
、
生
物
量
や
生
息
数
を
増
し
て
、
土
壌
の
劣
化
を

防
ぐ
。
一
方
で
、
海
抜
60
〜
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
斜
面
や
山
地
に

植
え
ら
れ
た
茶
樹
は
、
益
虫
の
巣
に
な
り
、
豊
か
な
生
物
多
様

性
の
生
態
系
を
形
成
す
る
。
茶
樹
は
段
丘
に
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、

地
表
の
水
の
流
れ
る
速
度
を
落
と
し
て
、
浸
透
性
を
増
し
、
斜
面

の
地
表
土
壌
流
出
を
減
少
さ
せ
、
土
壌
を
水
が
削
り
取
る
の
を

軽
減
し
て
お
り
、
土
壌
と
水
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ス

ミ
ン
と
茶
は
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー
に
な
る
が
、
古
代

か
ら
の
香
り
づ
け
の
技
術
は
類
を
見
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ス
ミ
ン
と
茶
樹
の
農
法
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
中
国
茶
文
化

と
伝
統
知
識
を
保
護
し
伝
承
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

静
岡
県
掛
川
周
辺
の
伝
統
的
な
茶
と
草
の
総
合
農
法
で
は「
茶

草
場
農
法
」
を
用
い
、
農
業
生
産
と
生
物
多
様
性
が
支
え
あ
い
、

価
値
を
高
め
あ
う
珍
し
い

例
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

代
の
農
法
が
広
ま
る
に
つ
れ

て
、
こ
の
農
法
は
日
本
か

ら
消
え
つ
つ
あ
る
。
静
岡
の

茶
畑
に
は
草
地
が
点
在
し
、

「
茶
草
場
」
と
呼
ば
れ
る

半
自
然
の
草
地
と
し
て
、

茶
の
栽
培
に
た
め
に
草
が

保
存
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
農
法
は
国
内
で
１
％
し

か
残
っ
て
い
な
い
。
茶
畑
に

２
０
１
２
年
に
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
が
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ・ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、ハニ
族
、
イ
族
、
ラ
フ
族
、

ワ
族
、
ダ
イ
族
な
ど
少
数
民
族
の
豊
か
な
文
化
多
様
性
に
認
め
る

こ
と
が
で
き
、
中
国
の
プ
ー
ア
ル
茶
文
化
の
重
要
な
構
成
素
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
少
数
民
族
が
特
有
の
茶
文
化
を
創
り
出
し

て
い
て
、
茶
の
儀
式
、
茶
の
芸
術
、
茶
の
礼
儀
、
茶
の
医
術
、
茶

の
歌
、
茶
の
踊
り
、
茶
の
料
理
な
ど
で
あ
る
。
少
数
民
族
は
ま
た

独
特
の
茶
の
製
法
や
飲
み
方
を
持
っ
て
い
て
、
ダ
イ
族
の
「
竹
筒

茶
」、ハニ
族
の
「
焙
烙
茶
」、ワ
族
の
「
焦
が
し
茶
」
な
ど
で
あ
る
。

雲
南
の
茶
文
化
の
要
素
と
し
て
他
に
「
茶
馬
古
道
」
が
あ
り
、

第
２
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
大
陸
を
茶
の
流
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
繋
い
で
い
た
。

　

韓
国
の
花
開
地
域
は
、
２
０
１
７
年
に
世
界
農
業
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、「
チ
ャ
ク
サ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
発
酵
茶
が
手

作
り
茶
と
し
て
知
ら
れ
、
摘
み
残
し
の
茶
葉
や
７
月
や
10
月
に
収

穫
さ
れ
る
品
質
の
劣
る
茶
葉
を
、
農
家
や
僧
侶
が
発
酵
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
伝
統
的
茶
農
法
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
、
茶
祭
り
や
茶
博
物
館
で
展
開
さ
れ
る
。
河
東
原
生

茶
文
化
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
る
地
域
の
祭
り
は
、
40
万
人
以
上
の

観
光
客
が
訪
れ
、
斜
面
に
あ
る
伝
統
的
茶
畑
の
美
し
い
景
観
を
楽

し
み
、
様
々
な
茶
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、
茶
摘
み
、
伝
統
の
茶
作
り
や
僧
侶
と
の
茶
会
が
あ
る
。

広
が
る
ス
ス
キ
や
笹
な
ど
の
草
を
切
っ
て
、
束
ね
て
乾
燥
し
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
溝
に
広
げ
ら
れ
る
（
図
２
）。
こ
の
伝
統
的
な
方

法
は
、
肥
料
の
効
率
を
上
げ
、
草
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
土
壌
の

保
水
力
を
保
ち
、
肥
料
の
流
出
を
防
ぎ
、
茶
樹
を
元
気
に
し
て
、

茶
の
香
り
を
よ
く
す
る
。
茶
草
場
は
ま
た
、
３
０
０
種
も
の
野
生

の
動
植
物
を
保
護
し
て
い
て
、
特
に
絶
滅
危
機
に
あ
る
笹
百
合
や

桔
梗
を
保
護
し
て
い
る
。

３   

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
茶
文

化
の
商
品
化
で
繋
ぐ

　

世
界
農
業
遺
産
で
の
伝
統
的
茶
栽
培
農
法
に
よ
る
生
態
系
の

保
護
が
、
最
近
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
の
ト
レ
ン
ド
を
生
み
出
し

て
い
る
。
世
界
農
業
遺
産
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
伝
統
的
茶
産
地

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
関
与
す
る
観
光
形
態
と
定
義
で
き
、
各
コ
ミ

ュニ
テ
ィ
ー
は
自
然
と
文
化
の
環
境
を
保
護
し
、
地
域
の
住
民
の

住
環
境
を
維
持
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と
観
光
客
の
環
境

教
育
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

世
界
農
業
遺
産
で
の
茶
文
化
の
商
品
化
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ

リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
連
携
し
て
、
環
境
と
生
物
多
様
性
の

保
護
や
茶
の
伝
統
農
法
の
保
全
が
も
た
ら
す
利
点
を
活
用
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

中
国
雲
南
省
の
プ
ー
ア
ル
茶
生
産
地
域
は
、
茶
の
農
法
と
し
て

図２　静岡の茶草場農法
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河
東
茶
文
化
博
物
館
に
は
、
伝
統
的
茶
栽
培
の
方
法
や
茶
の
道

具
が
展
示
さ
れ
、
観
光
客
に
茶
の
儀
式
の
学
習
や
伝
統
茶
の
喫

茶
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
連
携
を
通
じ
て
、
保
存
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
茶
園
を
観

光
資
源
と
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
茶
文
化
と
茶
産
業
の
成
長
促

進
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
連
携
は
、

２
０
１
４
年
に
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
中
国
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン

茶
文
化
農
法
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
に

提
出
さ
れ
た
提
案
書
に
は
、
こ
の
地
域
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
生
態
系

保
存
生
産
区
域
と
し
て
、
栽
培
、
生
産
、
そ
し
て
観
光
の
世
界

水
準
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
に
関
連
付
け
て
の
促
進
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
ブ
ラ
ン
ド
の
広
報
の
た
め
に
、
福
州
市
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
テ
ー
マ
パ

ー
ク
の
建
設
計
画
が
あ
り
、
産
業
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
喫
茶
体
験
や

展
覧
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
刺
激

さ
れ
て
、
毎
年
観
光
振
興
を
通
じ
て
の
茶
市
場
の
拡
大
が
推
進

さ
れ
て
い
て
、
国
際
茶
会
議
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
古
来
の

茶
農
園
と
ジ
ャ
ス
ミ
ン
農
園
の
保
存
と
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
福
州
市
で
は
鼓

山
の
茶
農
園
と
、
帝
封
江
の
湿
原
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
農
園
で
の
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
、
中
国
で
の
農
業
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
モ
デ
ル
に
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
。
福
州
市
は
既
に
２
か
所
の
観
光
施
設
を
建
設

し
て
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
農
園
と
茶
農
園
の
農
業
生
態
系
を
結
び
つ
け
て

い
る
。
一つ
は
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
廻
廊
で
、
閔
江
、
烏
龍
江
、
馬
江
、

鰲
江
と
大
樟
溪
の
川
の
流
域
で
あ
る
。
も
う
一つ
は
、
生
態
系
茶

園
で
、
羅
源
、
永
泰
、
連
江
、
閔
侯
、
晋
安
、
閔
清
の
山
岳
地

帯
に
あ
る
。
福
州
市
は
体
験
も
取
り
入
れ
て
い
て
、
春
の
茶
摘
み

祭
り
や
秋
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
花
摘
み
祭
り
な
ど
が
あ
る
。

　

世
界
農
業
遺
産
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
組
み
合
わ
せ
た
茶
文
化
の
商
品
化
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
３

年
に
登
録
さ
れ
た
静
岡
の
茶
草
場
農
法
も
よ
い
例
で
あ
る
。
茶

畑
の
美
し
い
景
観
と
由
緒
あ
る
史
跡
と
共
に
、
茶
に
関
連
し
た
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
体
験
が
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
茶
畑
の
美
し
い
景
色
を
背
景
に
し
て
大
井
川

鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
に
乗
る
な
ど
、
と
て
も
人
気
が
あ
る
。
茶

の
空
間
の
商
品
化
と
い
う
意
味
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ

ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
直
結
す
る
の
は
、
美
し
い
景
観
と
動
植
物

を
観
察
で
き
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
あ
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
人
気
で
あ
る
。
掛
川
市
東
山
地
区
の
粟
ヶ
岳
ま

で
の
茶
の
ト
レ
イ
ル
に
は
、
茶
草
場
農
法
が
残
さ
れ
て
い
て
、
茶

空
間
の
遺
産
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
商
品
化
さ
れ
て
い
る
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
で
あ
る
。
図
３
の
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
に
あ
る
よ
う
に
、

茶
草
場
の
地
域
で
生
産
さ
れ
る
東
山
緑
茶
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
体
験
と
併
せ
て
宣
伝
さ
れ
て
お
り
、
山
の
頂
上
ま
で
の
登
山
路

世
界
農
業
遺
産
地
域
で

生
産
さ
れ
た
茶
は
、
製
品

の
宣
伝
の
た
め
に
、
日
本

語
と
英
語
で
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
（
図
４
）。

４   

結
論

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
範
疇
で
、
重
複
関

係
と
相
互
関
係
に
あ
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
世

界
農
業
遺
産
で
の
茶
文
化
の
商
品
化
を
創
出
し
、
地
域
を
活
性

化
し
て
い
る
。
茶
の
空
間
は
学
習
体
験
と
連
携
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
商
品
化
さ
れ
、
茶
の
農
業
生
態
系
の
維
持
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
茶
の
農
法
で
保
護
さ
れ
て
い
る
動
植
物
の
観
察

が
で
き
る
。
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
で
は
、
茶
に
関
す

る
人
間
の
文
化
価
値
の
維
持
が
推
奨
さ
れ
、
茶
製
品
に
様
々
な
テ

ー
マ
や
形
態
を
提
供
し
て
い
る
。（

カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

で
絶
滅
危
惧
種
の
野
生

の
花
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
頂
上
に
は
日
本
の

緑
茶
の
父
と
い
え
る
栄

西
禅
師
の
像
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
茶
草

場
地
域
は
茶
畑
全
体
の

70
％
に
達
し
て
い
る
が
、

あ
る
茶
生
産
会
社
は
世

界
農
業
遺
産
を
地
域
の

茶
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。
生

物
多
様
性
維
持
に
寄
与

し
、
地
域
の
発
展
に
利
益
を
還
元
す
る
た
め
に
、
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の

茶
の
ラ
ベ
ル
は
茶
草
場
に
咲
い
て
い
る
希
少
種
の
花
の
写
真
で
あ

る
。
ま
た
、
茶
草
場
農
法
で
生
産
さ
れ
た
緑
茶
で
あ
る
こ
と
は
、

パッ
ケ
ー
ジ
の
シ
ー
ル
に
示
さ
れ
て
い
て
、
シ
ー
ル
に
描
か
れ
た
茶
葉

の
マ
ー
ク
の
数
１
個
か
ら
３
個
で
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
、
生
物
多
様
性

に
ど
の
程
度
寄
与
し
て
い
る
か
を
表
し
て
い
る
。
マ
ー
ク
３
個
は
茶

園
の
50
％
以
上
で
茶
草
場
農
法
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
て
、
マ
ー
ク
２
個
は
茶
園
の
25
％
〜
50
％
、
マ
ー
ク
１
個
は
茶

園
の
５
％
〜
25
％
で
の
実
践
を
承
認
し
て
い
る
。
更
に
、
静
岡
の

図３　掛川市東山の茶草場地域のエコツーリズムと
ヘリテージ・ツーリズム連携茶体験トレイルマップ

図４　世界農業遺産登録による茶製品のブランド化


